
令和3年2月20日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：１日に１回以上行った。

３：週に２～３回行った。

２：週に１回程度行った。

１：ほとんど行わなかった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：体幹運動の推進ができたと全教員が回答した。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

１：
80%
未満

Ｄ 0学びを深め、人間関係を豊かにする「協働
的学習」を指導に取り入れ、児童が関わり
合いながら学ぶ場面を設定している。

4

4
92%

〇担任・外国語専科教諭とALTと
連携して授業を行い、英語による
コミュニケーションの楽しさを教え
ている。次年度は「英語カフェ」を
実施し、外国語に触れる機会を増
やすだけでなく、児童がすすんで
参加できるような内容を工していく
こと。
〇外部人材を活用して、理科の特
別授業を実施し、児童の論理的・
科学的な思考力の育成を目指し
ている。
〇ＩＣＴサポーターによる授業支援
を得ながら電子黒板やタブレット
等のＩＣＴ機器を有効に活用して学
力の定着や学習意欲の伸長を目
指す。
〇人権週間には人権標語や書写
学習を行い、教室等に掲示して人
権を尊重する気持ちの育成を目
指している。また、視聴覚資料「め
ぐみ」を使い、第６学年では人権
の大切さを指導している。
〇体力テストの結果を踏まえ、握
力や踏力の育成につながる運動
を体育に取り入れたり体育朝会で
紹介したりして実践している。
〇継続して研究してきた「かかわ
り合いで学びを深める」をテーマ
に、フェイスシールド等を利用しな
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〇コロナ禍でも、様々な工夫をされ授業を進められてい
ることが分かった。
〇外部からの英語講師の活用は非常によいと思う。
〇コロナ禍でも、外部人材の活用までしており、充実した
教育活動をしてくださっていることに感謝する。
〇ICT機器に慣れない中で指導するのは、先生も児童も
大変だと感じた。
〇ICT機器を用いた学習が、新たな思考力や学習意欲
の向上につながっていると感じる。早期の導入をうれしく
思う。
〇全体的にすばらしい取組・充実した内容で感銘を受け
た。
〇コロナ禍で難しい学校運営だと思うが、柔軟な対応
で、着実に取り組んでいると思う。
〇コロナ禍でありながら、教職員が一丸となって学びを
継続していただけたことに感謝する。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

4
３：
85%
以上

Ｂ 0

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

4

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

児童学校評価アンケー
ト「協働的学習」に関す
る意識調査項目の肯
定的回答

４：
90%
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

4

〇昨年度から継続し、「挨拶」と
「言葉遣い」を小中共通の課題と
考え、小中一貫した指導を行って
いる。
〇道徳教育推進教師による校内
研修会を通し、道徳指導の充実を
進めている。
〇いじめにつながる行動が発覚し
た時には、学校いじめ対策委員会
により速やかに組織的に対応して
いる。
〇不登校児童については、スクー
ルカウンセラーや関係諸機関と連
携をとりながら登校に向けた支援
を強化する。
〇年３回、毎学期初めに生活指
導全体会を行い、いじめ対策や特
別支援についての理解を深めて
いる。

4

4

4
96%

〇学校公開において保護者によ
る授業アンケートを実施している。
学校は、全ての評価結果と全て
の意見・要望等に真摯に向き合っ
た回答をまとめ、保護者に配布し
ている。指導者はアンケート結果
を基に改善案を提示し、授業改善
等を行っている。
〇主任教諭による、指導力向上を
目指した校内研修会を実施し、Ｏ
ＪＴの充実を図っている。
〇年11回特別支援校内委員会を
行い、配慮を要する児童について
共通理解した上で支援の方向性
を確認している。
〇年３回の特別支援教育全体会
を行い、特別支援教育への理解と
指導力の向上を図っている。
〇スクールカウンセラーや特別支
援教室担当教員と連携を図りな
がら組織的に指導に当たってい
る。

３：
85%
以上

２：
80%
以上

１：
80%
未満

3

4

4

4

4

4

4

１：
80%
未満

〇子どもが前向きな考え方になるような指導をこれから
もお願いしたい。
〇子どもたちに会うと、必ず挨拶が返ってきて気持ちが
よい。
〇様々な事情により不登校児がいると聞いているが、実
際の対策をよろしくお願いしたい。また、いじめ防止は、
各先生方の努力に期待する。
〇地域で子どもたちを育てることが大切だと思うので、遠
慮なく相談してほしい。
〇先生方の指導により、安心して過ごしている様子が分
かり、感謝する。
〇不登校が発生した場合は、オンラインでの個別指導に
もICT活用を期待する。
〇子どもがいつもしっかり挨拶をしていて、笑顔が見られ
るので、来校することを楽しみにしていた。
〇子ども同士の問題についても、保護者との会話を密に
して、対応いただいて感謝している。

〇本校では特に食育が充実している。感謝している。
〇お祝い給食での「鯛めし」、マナー給食やセレクト給食
等、食育に関しては、心から感謝している。
〇コロナ禍においても、運動の習慣を止めることなく、取
り組まれたと思う。
〇限られた活動状況下にあって、様々な運動の取組をし
ていただいて感謝する。

〇日々の先生方の指導には本当に感謝する。
〇子どもたちの指導のために、先生方は日々、研修を重
ねられていることが分かった。
〇子どもたちが安心して学校に来られるように環境が整
備されている。
〇PTA会長として、他校の様子も見ているが、本当に本
校の教職員の皆様にはよくしていただいていると思う。

4

4

〇親も子も満足できる授業がされていると思った。
〇一人一人にきめ細かく対応してくださり、感謝する。
〇子どもを通して、指導の状況がよく分かる。
〇子どもたちが相互に連携したかかわり合いの活動は、
理解を深めることにつながるよい取組だと思う。
〇今年度から、全学年で算数の少人数指導を行ってい
るのはすばらしい。

〇大田区学習効果測定の結果を
基に一人一人、担任との学習カウ
ンセリングを行い、適切な支援を
行う。
〇到達度チェックシートを学期末
に保護者へ返却し、児童の習熟
状況を知らせている。
〇算数においては、全学年で習
熟度別少人数指導を行った。ま
た、全学年で東京ベーシックドリ
ルや算数ステッププリントを活用し
て学習内容の定着度を把握し、
チェックシートを活用して到達状
況を保護者に知らせている。
〇学習効果測定の結果をもとに
授業改善プランを作成し、観察授
業の指導案に関連性を明記する
など、授業改善に生かしている。
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0

Ａ

Ｂ

0

Ｃ

Ｄ

4

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

「DST」（田小スタンダードトレーニング）の
実践を強化し、体幹運動を推進する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

4

3

4

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

１：
80%
未満

4

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4
94.6%

4
90%

２：
80%
以上

１：
80%
未満

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

３：
85%
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・学校・学年便りや保健・給食便り
などを毎月１回発行、教育活動や
配布資料をホームページで随時
公開、学校紹介リーフレットや教
育活動報告リーフレットを配布し、
積極的に情報を発信している。
・地域連絡協議会では、保護者に
よる授業評価アンケートの結果
や、学力調査や体力調査等の結
果を報告し、適切な評価のための
判断材料を提供している。
・学校地域支援本部との連携を図
り、学習支援や環境整備に地域
人材や外部人材を活用して教育
活動の充実を目指す。

〇いつも学校からの発信で、地域と繋げてくださり、感謝
する。
〇ホームページでこまめに学校の様子が更新されてい
るので、子どもたちの様子がよく分かる。
〇学校だよりを始めとするおたよりを数多く発行されてい
て、学校の様子がよく分かった。
〇これからも地域の一員として応援させていただく。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

13

0

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

4
99%

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

学校関係者記入欄
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1

令和２年度　大田区立田園調布小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

①児童の学力は、区・都・国各種調査結果において高位にあり、安定している。校内研究では、研究主題「かかわり合いで学びを深める～意図を明確にした協働的学習を通して～」の下、獲得した知識や技能を活用し、自ら課題を見いだし解決しようとする主体性や、共に学び合い高め合う
協働性の育成に焦点を当て追究している。
②保護者は教育熱心であり、教育活動及び授業の質に高い水準を求めている。
③地域は、学校に信頼と期待を寄せている。教育活動に温かい理解を示し、協力的である。
④教職員は、校長の経営目標・方針を理解し、自己の職責を意欲的・創造的に遂行している。

保護者学校評価アン
ケート「生活指導」項目
の肯定的回答

保護者学校評価アン
ケート「学校は地域の
力を子どもたちの教育
活動に生かしていると
思う」項目の肯定的回
答

目標に対する成果指標
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〇「早寝・早起き・朝ごはん」月間
に、チェックカードの活用に関して
保護者に協力を依頼し、意識啓発
を行っている。
〇給食の時間に栄養教諭と給食
委員会が作成したプレゼンテー
ション動画を見ることで、食育の推
進を行った。
〇栄養教諭や栄養士と連携して
発達段階に応じた食育の授業を
各学年1回以上行い、食に関する
知識や実践力を養っている。
〇年間を通して体育の授業で体
幹を鍛える運動を行ったり、休み
時間を活用して年間３回の運動旬
間（長縄・マラソン・縄跳び）を実
施したりして、体力の向上を図る
と共に運動に親しむ態度を育てて
いる。

0

保護者学校評価アン
ケート「子どもは、学校
に満足している。」項目
の肯定的回答

児童学校評価アンケー
ト「自分は、体を動かす
ことが好きだ。」項目の
肯定的回答

Ａ

0

保護者学校評価アン
ケート「学力向上」項目
の肯定的回答
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